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七夕の季節になると、夜空にはひときわ明るく輝く 2 つの星が見られます。琴座（ことざ）のベガは「織姫星」

と呼ばれ、裁縫の仕事をつかさどる星として、また鷲座（わしざ）のアルタイルは「彦星（牽牛星）」と呼ばれ、

農業の仕事を象徴する星として、古代中国で考えられていました。 

この 2 つの星は、無数の星々が集まってできた天の川を挟んで向かい合っています。旧暦の 7 月 7 日頃   

（現在の 8 月上旬頃）には特に美しく輝くことから、まるでお互いを求め合っているように見え、七夕の物語が

生まれたといわれています。また、伝説には「カササギが翼を広げて橋となり、織姫と彦星を会わせる」という

一説があります。夏の夜空に輝く「夏の大三角」を形づくるデネブ、アルタイル、ベガは、それぞれカササギ、

彦星、織姫に見立てられているのです。 

さて、今年の七夕の夜は、織姫と彦星の姿を見ることができるでしょうか。 

一年に一度、ようやく会うことができた織姫と彦星。もしお口のトラブルに悩まされていたら、せっかくの  

再会も心から楽しめなかったかもしれません。定期検診を受けて、いつでも健康な歯とお口を守りましょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あつぎ駅前たんぽぽ歯科・矯正歯科 

住  所 海老名市河原口 1－26－1 

電  話 ０４６－２０５－４５５５ 

診療科目 一般歯科、小児歯科、 

歯列矯正、審美歯科、 

インプラント、予防検診、 

フッ素塗布 

 

デンタル

ニュース

たんぽぽ歯科からお知らせ 

 

定期検診を受けましょう 

 



 

 

★昔の人類にとっては必要な歯だった！？ 

親知らずは、前歯の真ん中の歯から数えて 8 番目の歯で、一般的に 18 歳頃生

えてくる歯です。上下左右に 1 本ずつ、計 4 本あります。トラブルの原因になる

ことが多いため、「不要な歯」と思われがちですが、実は人類の進化の歴史を  

たどると、親知らずには重要な役割がありました。 

数百万年前の人類の祖先は、現在のような柔らかい食事ではなく、硬い木の実や根菜、繊維質の多い植物 

などを食べていました。そのため、食べ物をしっかりすり潰すための大きな奥歯が必要でした。 

親知らずはその役割を担う大切な歯であり、当時の大きなあごには十分なスペースもありました。 

★脳の発達で「あご」が小さくなった 

人類は進化の過程で脳が大きく発達しました。その結果、頭蓋骨の形が変化し、顔やあごは以前より   

コンパクトになりました。一方で、歯の本数は昔と変わらず 32 本のままです。つまり、「歯の数は    

そのままなのに、あごだけ小さくなった」という状態になりました。これが、現代人に親知らずの生える  

スペースが不足しやすい理由です。 

さらに、人類は火を使った調理や食材の加工を行うようになり、硬い食べ物を

長時間噛む必要が少なくなりました。その結果、あごの発達に必要な刺激も  

減り、親知らずの役割は次第に小さくなっていったと考えられています。 

実際に、生まれつき親知らずがない方もいます。それなら将来的に親知らずは

なくなってしまうのでは？と思われるかもしれません。親知らずのトラブルは

10 代後半から 20 代以降に起こることが多くあります。一方で、人類の進化は主に「子孫を残せるかどうか」

によって進むため、親知らずによる問題があっても、それだけで子孫を残せなくなるわけではありません。 

そのため、進化の過程で親知らずが完全になくなるほどの強い淘汰は起こらなかったと考えられています。 

進化と歯の関係を考えると、とても興味深いですね。 

★抜くべきか抜かぬべきか… 

親知らずが生えていても、「まっすぐ生えている」「しっかり清掃できる」「痛みや炎症などのトラブルが 

ない」場合は、必ずしも抜歯が必要とは限りません。一方で、「横向きに生えている」「炎症を繰り返す」 

「歯ブラシが届きにくく清掃が難しい」場合には、抜歯をおすすめすします。親知らずの周囲は汚れがたまり

やすく、虫歯や歯周病のリスクが高まるだけでなく、手前の健康な歯に悪影響を及ぼすこともあるからです。

また、生え方によっては歯並びに影響を与えたり、噛み合わせのバランスが崩れることで顎関節に負担が  

かかったりする場合もあります。 

親知らずの生え方や状態は人それぞれです。大切な予定の直前に突然炎症を起こしたり、症状が出てから 

では治療が大変になったりすることもあります。気になる症状がある方や、ご自身の親知らずの状態を   

知りたい方は、お気軽にご相談ください。 

 

進化の歴史から見る「親知らず」の不思議 

 


